
環境リモートセンシング研究センター教員会議（第１１回）議事要旨 

 

１．日 時  平成３０年２月２２日（木）１５：３０～１７：３０ 

２．場 所  環境リモートセンシング研究センター会議室（１階） 

３．出席者  安岡センター長、久世教授、ヨサファット教授、樋口准教授、 

梶原講師、齋藤助教 

委任状  近藤教授、入江准教授、本多准教授、土屋事務センター長 

海外渡航 市井教授、本郷准教授 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 楊特任助教 

 

４．教員会議（平成２９年度第１０回）議事要旨について 

  原案どおり承認された。 

 
５．議   題（審議事項） 

 （１）教員の昇任について 

    安岡センター長から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（２）特任研究員の更新について 

    安岡センター長、梶原講師から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（３）その他 
    特になし。 
 
６．報告事項 
 （１）大学運営会議（12/28）について 

安岡センター長から、資料３に基づき説明があった。 
・平成２９年度学長裁量経費（部局提案型）の採択について 他 
 

（２）教育研究評議会（1/11）について 
安岡センター長から、資料４に基づき説明があった。 
・中期目標・中期計画の変更について 他 
 

 （３）大学運営会議（1/11）について 
安岡センター長から、資料５に基づき説明があった。 
・平成３０年度政府予算（案）について 他 
 

（４）大学運営会議（1/25）について 
久世副センター長から、資料６に基づき説明があった。 
・平成３０年度「学長と学部長等との夏季特別集中討議」について 他 
 

（５）教育研究評議会（2/8）について 
安岡センター長から、資料７に基づき説明があった。 
・平成３０年度計画（素案）について 他 
 

 （６）大学運営会議（2/8）について 
安岡センター長から、資料８に基づき説明があった。 
・千葉大Ｗｅｂメールにおけるワンタイムパスワード認証の導入について 他 
 

（７）奨学寄附金の受入れについて 
安岡センター長から、資料９に基づき説明があった。 

 
 



（８）教員の海外渡航について 
安岡センター長から、資料１０に基づき説明があった。 
 

（９）その他  
○ 工学系総合研究棟における器物損壊について 

安岡センター長から、説明があった。 
 

○ 東邦大学との単位互換に関する協定について 
安岡センター長から、説明があった。 

 
○ 共同利用・共同研究拠点 中間評価用調書の作成について 

安岡センター長から、説明があった。 
    
○ 各種委員会等報告 
 予算委員会 

久世副センター長から、今年度の予算残額について説明があった。 
 

 共同利用研究推進委員会 
    平成30年度 共同利用研究公募要項を配布した。 

 
 広報委員会  
ヨサファット教授から、CEReS 国際シンポジウムの資料集の作成を進めているとの報告

があった。また、リモセンコースの広告の学会誌掲載について報告があった。さらに、CEReS
ニュースについて協力依頼があった。 

 
 施設委員会 

    安岡センター長から、共同棟１階の部屋の整理・改修について説明があり、施設委員会
を中心に進めることとなった。 

 
 計算機及びデータベース委員会 
樋口准教授より、NICTより譲渡された、マルチディスプレイが納品され、３階・マルチ

メディア室およびテレビ会議室に設置したとの報告があった。 
 
 中期計画推進委員会 
 特になし。 
 
 自己点検・評価委員会  

  特になし。 
   
 教育委員会 

  梶原講師より、工学研究院大学院学務委員会（2/22）について、説明があった。 
 
 学術推進企画小委員会 
 特になし。 

以上 


